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　平成２１年第１回定例会は、３月９日に招集され会期を５日間と決め町長の行政報告及
び町政執行方針、並びに教育長の教育行政執行方針が述べられ、その後３名の議員が一
般質問を行いました。
また、議案２４件、同意１件、意見案２件の審議を行い、全て原案のとおり可決し会期を
２日残して閉会しました。なお、審議された議案の主な内容は、次のとおりです。

△
鹿
部
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
国
会
公
務
員
の
勤
務
時
間
に

関
す
る
法
律
の
改
正
に
基
づ
き
、

４
月
１
日
か
ら
町
職
員
の
１
日

当
た
り
の
勤
務
時
間
を
「
８
時

間
」
か
ら
「
７
時
間
　
分
」
に

４５

改
正
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

本
条
例
の
文
言
等
の
整
理
を
行

っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

△
鹿
部
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
新
た
に
、「
次
世
代
育
成
支

援
地
域
対
策
協
議
会
委
員
」
及

び
「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
判

定
委
員
会
委
員
」
を
本
条
例
に

加
入
し
た
も
の
で
す
。

△
鹿
部
町
乳
幼
児
等
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

△
鹿
部
町
重
度
心
身
障
害
者
及

び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
法
律
の
改
正
に
伴
い
児
童
福

祉
法
の
措
置
に
よ
り
医
療
の
給

◎
条
　
例

付
を
受
け
て
い
る
者
を
給
付
対

象
外
と
す
る
規
定
を
本
条
例
に

加
入
し
た
も
の
で
す
。

△
鹿
部
町
老
人
医
療
の
助
成
に

関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
高
齢
者
医
療
制
度
の
大
幅
な

改
正
に
よ
り
、
老
人
医
療
費
の

助
成
に
係
る
制
度
が
昨
年
３
月

を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
医
療
費
等
の
過
誤
調
整

処
理
の
た
め
存
続
さ
せ
て
お
り

ま
し
た
本
条
例
を
過
誤
調
整
が

終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
３

月
末
を
も
っ
て
廃
止
し
た
も
の

で
す
。

△
鹿
部
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
本
条
例
に
規
定
し
て
い
る
介

護
保
険
料
の
保
険
料
率
が
第
４

期
計
画
期
間
の
平
成
　
年
度
か

２１

ら
　
年
度
に
お
い
て
も
同
額
と

２３
な
る
こ
と
か
ら
、
年
度
を
変
更

す
る
文
言
の
整
理
等
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

△
鹿
部
町
介
護
従
事
者
処
遇
改

善
臨
時
特
例
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
か
ら
介
護
報
酬

２１

の
プ
ラ
ス
改
定
が
行
わ
れ
る
こ

と
よ
り
、
介
護
保
険
料
の
急
激

な
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
に
、

国
が
　
歳
以
上
の
第
１
号
被
保

６５

険
者
保
険
料
の
軽
減
分
と
し
て
、

増減率増減額２０年度２１年度
　　　　　　　年度別

会計別　　　　　　　

１．６％４１，０００２，４９５，０００２，５３６，０００一般会計

２．８％２２，０００７７８，０００８００，０００国民健康保険

特
別
会
計

▲ ９７．５％▲ ５８，５００６０，０００１，５００老人保健事業

４．９％１０，６５８２１８，２２３２２８，８８１介護保険事業

▲ ６．１％▲ ２，３５４３８，３５４３６，０００後期高齢者医療

▲ ２．４％▲ ２５，８４２１，０５６，２２３１，０３０，３８１小　　計

▲ ２．７％▲ ２，８４５１０６，４８６１０３，６４１収 益 的 収 入水
道
事
業
会
計

６．２％６，０１４９７，４５４１０３，４６８収 益 的 支 出

０．０％０１１資 本 的 収 入

▲ ３９．６％▲ ２６，７１９６７，５５０４０，８３１資 本 的 支 出

●平成２１年度当初予算総額のあらまし 単位：千円

　平成２１年度一般会計予算総額２５億３千６百万円を議決。

　　当初の予算規模は前年度当初対比で４千１百万円（１．６％）増額となりました。
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平
成
　
年
度
は
改
定
増
分
の
全

２１

額
、
平
成
　
年
度
は
改
定
増
分

２２

の
２
分
の
１
に
あ
た
る
財
源
を

交
付
す
る
こ
と
か
ら
、
交
付
金

管
理
の
た
め
の
基
金
を
創
設
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

△
鹿
部
町
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
工
事
施
工
に
係
る
手
数
料
に

消
費
税
５
パ
ー
セ
ン
ト
上
乗
せ

し
て
徴
収
す
る
規
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
手
数
料
に
は
消

費
税
を
添
加
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、「
手
数
料
に

消
費
税
５
パ
ー
セ
ン
ト
上
乗
せ

し
て
徴
収
す
る
」
文
言
を
削
除

し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、「
別
荘
等
で
季
節
的

に
使
用
す
る
方
々
」
に
つ
い
て

は
、
現
在
ま
で
、
臨
時
用
の
料

率
を
適
用
し
て
料
金
徴
収
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
（
４

月
１
日
）
よ
り
家
事
用
を
適
用

す
る
こ
と
に
改
め
た
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２０

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
千
８

百
　
万
９
千
円
を
減
額
し
、
予

８８
算
総
額
　
億
７
千
５
百
　
万
１

２７

９４

千
円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
予
算
の
精
査
及
び

工
事
請
負
費
等
の
入
札
減
を
始

め
、
各
科
目
の
執
行
見
込
み
に

よ
る
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

一
方
追
加
は
保
育
所
入
所
委
託

料
１
百
　
万
円
の
追
加
、
国
営

６５

農
地
開
発
事
業
負
担
金
３
百
　４０

万
８
千
円
の
追
加
が
主
な
内
容

で
す
。

　
ま
た
、
最
終
日
の
３
月
　
日
１１

町
長
か
ら
、
追
加
議
案
と
し
て

平
成
　
年
度
一
般
会
計
補
正
予

２０

算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
商
工
会
の
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
追
加
発
行
に
対

す
る
町
補
助
金
３
百
　
万
円
を

８０

追
加
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計

２０

予
算
の
総
額
は
　
億
７
千
９
百

２７

　
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

７４

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
国
民
健

２０

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
６

百
　
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予

１０
算
総
額
８
億
８
千
３
百
万
円
と

し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
執
行
見
込
み
に
よ

る
予
算
の
精
査
と
医
療
費
の
増

加
に
伴
い
保
険
給
付
費
２
千
７

百
　
万
１
千
円
を
追
加
し
た
も

９２
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
老
人
保

２０

健
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
１

百
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

４
千
９
百
万
円
と
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
医
療
費
の
見
込
み
に

よ
る
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
介
護
保

２０

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　
保
険
事
業
勘
定
で
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
百
　
万
４
千

２８

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
２
億

１
千
６
百
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
に
お
い

て
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
　４５

万
８
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
　
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

７６
い
ず
れ
も
予
算
の
精
査
と
執
行

見
込
に
よ
る
減
が
主
な
も
の
で

す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
後
期
高

２０

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
百
　１６

万
９
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
３
千
６
百
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
制
度
改
正
に
対
応

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
経

費
２
百
　
万
２
千
円
の
追
加
と

８１

保
険
料
軽
減
の
拡
大
に
伴
い
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
６
百
５
万
３
千
円
を
減
額

し
た
も
の
が
主
な
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
水
道
事

２０

業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
収
益
的
支
出
を
１
百
　
万
３

３２

千
円
減
額
し
、
収
益
的
支
出
の

予
算
総
額
を
９
千
６
百
　
万
１

１３

千
円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
人
事
異
動
及
び
休

職
者
に
係
る
職
員
の
人
件
費
を

減
額
し
た
も
の
で
す
。

△
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　
鹿
部
町
老
人
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
指
定

管
理
者
に
行
わ
せ
る
も
の
で
す
。

指
定
す
る
管
理
者
の
名
称
は
、

社
会
福
祉
法
人
渡
島
福
祉
会
、

管
理
を
行
わ
せ
る
期
間
は
、
平

成
　
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
　

２１

２２

年
３
月
　
日
ま
で
の
１
年
間
で

３１

す
。

△
資
源
ご
み
及
び
し
尿
等
の
処

理
に
係
る
森
町
へ
の
事
務
委

託
に
つ
い
て

　
当
町
の
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
、

及
び
資
源
ご
み
の
処
理
に
つ
い

て
は
、
森
町
へ
委
託
し
て
お
り

ま
す
が
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

平
成
　
年
度
の
ゴ
ミ
処
理
事
務

２１

の
委
託
に
つ
い
て
議
会
の
議
決

を
求
め
た
も
の
で
す
。

△
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
高
橋
利
之
氏
の
選
任
に
つ
い

て
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

△
工
事
請
負
契
約
の
締
結

【
工
事
名
】

　
　
駒
ケ
岳
演
習
場
障
害
防
止

対
策
工
事
（
押
出
沢
砂
防

工
事
そ
の
２
）

【
契
約
金
額
】

　
　
１
億
７
千
２
百
　
万
５
千

７２

円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
　
吉
・
亘
栄
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

◎
補
正
予
算

◎
そ
の
他

◎
同
　
意

◎
契
　
約
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次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
省
庁
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。

◇
市
町
村
立
病
院
の
経
営
安
定

化
と
療
養
病
床
の
維
持
存
続

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

【
提
出
先
】

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣

　
財
政
金
融
大
臣
、
厚
生
労
働

　
大
臣

◇
北
海
道
の
自
衛
隊
体
制
維
持

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

【
提
出
先
】

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣
、
防
衛
大
臣

【
以
上
　
件
、
原
案
ど
お
り
可
決
】

２７

　
住
民
の
定
住
化
と
人
口
増
加

を
図
る
た
め
、
持
ち
家
政
策
を

取
り
上
げ
分
譲
宅
地
事
業
に
取

り
か
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

　
今
一
度
、
町
民
の
財
産
で
あ

る
町
有
地
は
誰
の
た
め
の
も
の

と
考
え
た
時
、
周
辺
の
調
和
を

図
り
な
が
ら
町
民
向
け
の
宅
地

造
成
、
分
譲
に
つ
い
て
積
極
的

に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
町
長
の
ご
見
解
を
お

伺
い
し
ま
す
。

　
中
川
議
員
の
ご
質
問
に
お
答

え
し
ま
す
。

　
「
町
有
地
を
町
民
向
け
の
宅

地
造
成
、
分
譲
を
行
い
、
持
ち

家
政
策
を
積
極
的
に
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
」
と
い
う
ご
質
問

で
す
が
、
当
町
に
お
け
る
持
ち

家
政
策
に
関
し
て
は
、
平
成
７

年
度
に
策
定
し
た
町
営
住
宅
の

管
理
に
関
す
る
計
画
で
（
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
）、
世
帯
数
に
比

較
し
て
町
営
住
宅
戸
数
が
大
変

多
い
状
況
か
ら
、
民
間
ア
パ
ー

ト
や
持
ち
家
が
建
て
に
く
い
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の

管
理
戸
数
２
５
８
戸
を
将
来
的

に
は
１
８
０
戸
程
度
に
減
少
さ

せ
、
民
間
活
力
の
誘
導
と
持
ち

家
促
進
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

お
り
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
民
間
ア
パ
ー
ト

の
建
設
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
持
ち
家
促
進
に

関
す
る
町
と
し
て
の
施
策
は
無

か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　
町
有
地
の
売
却
に
関
し
て
は
、

申
請
が
あ
る
都
度
、
対
応
し
て

お
り
ま
す
が
、
町
の
事
業
と
し

て
、
町
有
地
を
分
譲
宅
地
と
し

て
造
成
、
販
売
す
る
と
い
う
こ

と
に
関
し
て
は
、
現
在
計
画
を

立
て
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
理
由
は
、
町
内
の
町
有
地
に

お
い
て
、
面
積
、
利
便
性
、
売

却
等
を
考
慮
し
た
中
で
の
造
成

候
補
地
が
少
な
い
こ
と
及
び
宅

地
と
し
て
の
私
有
地
の
売
買
が

比
較
的
安
価
で
取
引
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。
中

川
議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

町
民
の
定
住
化
と
人
口
増
加
を

図
る
た
め
に
は
、
一
考
す
べ
き

政
策
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
　
当
町
に
お
け
る
こ
こ
３
年
間

の
住
宅
建
設
戸
数
は
、　

戸
あ

４９

り
ま
す
が
、
う
ち
　
戸
が
鹿
部

３７

リ
ゾ
ー
ト
地
区
に
建
設
さ
れ
て

お
り
、
残
り
　
戸
が
大
岩
、
鹿

１２

部
、
宮
浜
、
本
別
地
区
に
建
設

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
１
年
平
均

４
戸
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
の
景
気
の
悪
さ
が
ど
れ

だ
け
住
宅
建
設
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
か
正
確
に
把
握
し
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

少
な
か
ら
ず
影
響
は
出
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
事
業
施
行
に
当
た
っ
て
は
、

分
譲
宅
地
事
業
に
対
し
て
ど
れ

だ
け
の
需
要
が
あ
る
か
と
い
う

こ
と
も
把
握
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
し

た
中
で
今
後
の
事
業
展
開
に
つ

い
て
考
え
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
願

い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
以
上
、
中
川
議
員
の
質
問
に

対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

　
町
長
の
答
弁
で
は
、
現
段
階

に
お
い
て
は
、
宅
地
分
譲
を
考

え
て
い
な
い
と
言
う
事
で
す
が
、

平
成
　
年
度
に
お
い
て
、
間
歇

１９

泉
公
園
山
側
の
土
地
を
取
得
し

て
お
り
ま
す
が
、
活
用
方
法
に

つ
い
て
の
計
画
が
示
さ
れ
て
い

な
い
。

　
再
開
発
に
必
要
な
面
積
は
、

ど
れ
位
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
取
得
し
た
土
地
に
リ
ハ
ビ
リ

の
グ
ラ
ン
ド
跡
地
も
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
が
、
景
観
が
良
い
土

地
で
す
し
、
今
後
鹿
部
バ
イ
パ

ス
の
開
通
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
も

良
く
な
り
宅
地
分
譲
の
開
発
に

適
し
た
土
地
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
分
譲
事
業
を
行
う
こ
と

◎
意
見
書
の
提
出

珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊

一一
　

般

質

般
　

質
　

問問

諌

間

還

閑

貫貫貫

貫貫貫

鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑

鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑

■
町
有
地
の
分
譲
宅
地
造
成

事
業
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
質
問
者
）

中
川
　
　
一
　
議
員

■
分
譲
宅
地
事
業
に
対
し
て

ど
れ
だ
け
の
需
要
が
あ
る

か
と
い
う
こ
と
も
把
握
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
総
合
的
に
判
断
し
た
中
で

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い

て
考
え
て
参
り
た
い
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長

■
再
質
問
、
再
々
質
問
の
要

約
。

　
（
質
問
者
）

中
川
　
　
一
　
議
員
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で
土
地
を
取
得
し
た
金
額
の
軽

減
を
図
り
、
別
の
事
業
展
開
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
土
地
に
規
制
を
か
け
な
い
と
、

バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
っ
て
点

在
し
た
住
宅
が
で
き
水
道
管
の

埋
設
や
道
路
の
新
設
で
多
額
の

費
用
が
掛
か
る
事
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
分
譲
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
現
在
、
町
で
行
っ
て
い
る

定
住
促
進
に
も
結
び
つ
く
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
再
度
町
長
の
考

え
方
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　
間
歇
泉
公
園
山
側
の
リ
ハ
ビ

リ
グ
ラ
ン
ド
跡
地
で
す
が
、
確

か
に
膨
大
な
土
地
で
あ
り
ま
す
。

　
取
得
し
た
目
的
は
、
間
歇
泉

公
園
周
辺
の
整
備
と
国
道
バ
イ

パ
ス
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
活
用

を
含
め
て
と
言
う
事
で
あ
り
ま

す
。
　
中
川
議
員
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

分
譲
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
間

歇
泉
公
園
の
周
辺
整
備
を
念
頭

に
置
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

計
画
に
あ
た
り
、
現
在
、
検
討

委
員
会
で
２
回
ほ
ど
会
議
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
全
体

を
含
め
た
新
た
な
観
光
振
興
に

つ
い
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
取
得
し
た
土
地

の
活
用
方
法
や
間
歇
泉
公
園
周

辺
整
備
の
計
画
等
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
中
で
、
必
要
な

面
積
を
示
す
と
言
う
事
で
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
バ
イ
パ
ス
の
ア
ク
セ

ス
道
路
に
つ
い
て
も
早
急
に
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
し
、
中
川
議
員
が

言
わ
れ
る
分
譲
に
つ
い
て
も
、

利
用
が
可
能
で
あ
れ
ば
検
討
さ

せ
て
戴
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
町
の
産
業
振
興
の
更
な
る
活

性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
町
、

漁
業
協
同
組
合
、
商
工
会
及
び

各
種
団
体
等
が
一
丸
と
な
っ
て

種
々
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
一
層
推
進
さ
れ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
町
長
の
ご
見
解
を

お
伺
い
致
し
ま
す
。

　
川
村
議
員
の
ご
質
問
に
お
答

え
い
た
し
ま
す
。

　
結
論
か
ら
申
し
上
げ
て
、
川

村
議
員
の
申
す
と
お
り
と
私
も

思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
検

討
の
中
で
行
政
の
果
た
す
役
割

が
出
て
く
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
　
現
在
の
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

当
町
の
産
業
は
、
漁
業
・
水
産

加
工
業
・
観
光
が
主
な
も
の
で

あ
り
、
特
に
漁
業
振
興
に
関
連

す
る
、
漁
港
の
整
備
計
画
に
つ

き
ま
し
て
は
、
漁
協
理
事
・
町

議
会
議
員
に
よ
り
ま
す
、
漁
港

整
備
促
進
協
議
会
の
中
で
函
館

土
木
現
業
所
を
交
え
、
検
討
・

要
望
を
し
、
事
業
の
実
施
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
魚
場
造
成
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
漁
協
職
員
・
町

職
員
の
担
当
者
間
に
お
い
て
協

議
を
行
い
、
更
に
毎
年
、
両
機

関
の
理
事
者
を
交
え
た
漁
業
振

興
会
議
で
協
議
検
討
し
事
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し

て
も
、
毎
年
、
各
種
商
工
業
関

係
機
関
の
総
会
等
の
場
や
幹
部

役
員
と
懇
談
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
場
に
お
い
て
、
様
々
な
意

見
交
換
や
要
望
を
賜
わ
り
、
ま

た
、
商
工
会
事
務
局
と
町
担
当

課
の
意
見
交
換
を
行
い
行
政
の

執
行
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
観
光
は
、
平
成
　
年
１９

度
に
観
光
協
会
事
務
局
を
商
工

会
に
移
管
し
、
民
間
主
導
の
観

光
と
商
工
業
を
結
び
つ
け
た
事

業
展
開
に
推
進
役
と
し
て
積
極

的
に
協
力
・
指
導
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

方
針
の
中
で
述
べ
て
お
り
ま
す
、

鹿
部
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
、

現
在
、
商
工
会
、
漁
協
、
役
場

の
事
務
担
当
者
に
よ
る
、
「
鹿

部
町
の
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
事

務
担
当
者
会
議
」
を
既
に
２
回

開
催
し
て
お
り
、
平
成
　
年
度

２１

予
算
に
は
、
講
演
会
等
の
経
費

を
予
算
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
、

各
機
関
と
話
し
合
い
の
場
を
多

く
持
ち
意
見
交
換
を
行
っ
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
理
解
を
願
い
た
い
と
存
じ
ま

す
。
　
以
上
、
川
村
議
員
の
質
問
に

対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

　
更
な
る
観
光
振
興
に
つ
い
て
、

商
工
会
・
漁
組
・
町
の
事
務
担

当
者
に
よ
る
観
光
の
ま
ち
づ
く

り
事
務
担
当
者
会
議
を
２
回
ほ

ど
開
催
し
て
い
る
と
言
う
こ
と

で
す
が
、
今
後
も
継
続
し
、
町

の
活
性
化
に
努
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
再
度
町
長
の
考
え

方
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　
各
機
関
と
の
意
見
交
換
は
、

今
後
も
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
理
事
者
同
士
の

話
合
い
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

産
業
振
興
の
推
進
は
、
町
が
一

丸
と
な
っ
て
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要

約
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長

■
町
の
活
性
化
対
策
に
つ
い

て
　
（
質
問
者
）

川
村
　
裕
司
　
議
員

■
更
な
る
産
業
振
興
を
図
る

た
め
に
は
、
町
内
の
各
機

関
が
種
々
検
討
す
る
中
で

行
政
の
果
す
役
割
が
出
て

来
ま
す
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長

■
再
質
問
の
要
約
。

　
（
質
問
者
）

川
村
　
裕
司
　
議
員

■
再
答
弁
の
要
約
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長
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渡
島
半
島
の
国
道
２
７
８
号

線
沿
い
に
も
観
光
名
称
が
数
々

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
一
つ

で
も
あ
り
ま
す
三
味
線
滝
は
、

自
然
に
恵
ま
れ
音
色
が
良
く
多

く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
　
こ
の
名
所
を
観
光
客
が
観
た

い
と
言
っ
て
も
駐
車
場
が
無
く

ま
た
、
道
幅
も
狭
く
困
っ
て
い

る
よ
う
な
状
態
で
す
。

　
町
の
観
光
振
興
や
地
域
の
交

通
安
全
及
び
景
観
維
持
の
た
め
、

是
非
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
必
要

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
方
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　
盛
田
議
員
の
ご
質
問
に
お
答

え
い
た
し
ま
す
。

　
三
味
線
滝
は
、
町
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
掲
載
し
て
い

る
観
光
名
所
の
ひ
と
つ
で
あ
る

こ
と
は
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

　
三
味
線
滝
周
辺
は
、
平
成
　１９

年
９
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け

て
台
風
９
号
に
よ
る
強
い
風
雨

に
見
舞
わ
れ
、
こ
の
風
雨
に
よ

り
三
味
線
滝
よ
り
南
茅
部
側
の

付
近
で
土
砂
崩
れ
が
あ
り
、
通

行
止
め
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
災
害
を
受
け
、
道
路
維

持
管
理
者
で
あ
る
開
発
建
設
部

が
覆
道
周
辺
か
ら
三
味
線
滝
に

か
け
て
土
砂
止
め
擁
壁
工
事
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
工

事
を
進
め
る
に
当
た
り
、
町
に

も
協
議
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
先
ず
は
、
落
石
防

止
等
の
安
全
に
配
慮
す
る
こ
と

を
第
一
に
、
観
光
名
所
と
し
て

の
駐
車
場
の
整
備
も
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
９
月
に
は
、

２０

駐
車
台
数
に
制
限
が
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
三
味
線
滝
周
辺
の
擁

壁
を
整
備
す
る
に
当
た
り
、
更

に
数
台
の
乗
用
車
ま
た
は
、
バ

ス
１
台
が
止
め
ら
れ
る
駐
車
場

の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
三
味
線
滝
か
ら
鹿
部
側
に
つ

き
ま
し
て
は
、
保
安
林
で
あ
り

ま
す
が
、
平
成
　
年
３
月
に
土

２０

地
境
界
線
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
砂
利

を
敷
き
駐
車
場
を
整
備
し
て
戴

き
ま
し
た
。

　
議
員
指
摘
の
観
光
名
所
と
し

て
更
な
る
駐
車
場
の
整
備
は
周

辺
の
安
全
面
か
ら
言
っ
て
、
大

変
厳
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

今
後
、
函
館
開
発
建
設
部
と
の

懇
談
も
あ
り
ま
す
の
で
お
話
を

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
理
解
を
願
い
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
以
上
、
盛
田
議
員
の
質
問
に

対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

　
町
長
の
行
政
執
行
方
針
の
中

に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
間
歇
泉

公
園
の
入
込
み
客
が
減
少
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
観
光
全
般
に

わ
た
り
再
検
討
し
、
鹿
部
観
光

の
展
望
を
見
い
だ
し
て
参
り
た

い
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

私
も
誠
に
結
構
な
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　
例
え
ば
夏
で
あ
れ
ば
一
時
の

涼
し
さ
を
求
め
る
人
も
い
ま
す
。

ま
た
、
夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
し
、
滝
の
雄
大
さ
を
見
て
も

ら
う
等
、
色
々
な
方
法
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
帰
り
に
間
歇
泉
公
園
に

寄
っ
て
も
ら
う
等
様
々
な
方
策

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ

の
辺
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
方

を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　
三
味
線
滝
に
つ
き
ま
し
て
は
、

鹿
部
観
光
の
名
所
の
一
つ
で
あ

る
と
私
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
間
歇
泉
公
園
の
入
園
者
も
減

っ
て
来
て
い
る
と
言
う
事
で
、

手
始
め
に
町
・
商
工
会
・
漁
組

の
事
務
担
当
者
で
観
光
全
般
に

わ
た
り
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
　
こ
れ
ま
で
、
２
回
ほ
ど
開
催

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
、

一
般
の
町
民
か
ら
も
知
恵
を
拝

借
し
、
ま
た
関
係
団
体
と
も
協

議
を
し
な
が
ら
、
進
め
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ご
理
解
願
い
ま
す
。

※
再
質
問
、
再
答
弁
に
つ
い
て

は
、
要
約
し
て
お
り
ま
す
。

■
三
味
線
滝
の
駐
車
場
の
新

設
に
つ
い
て

　
（
質
問
者
）

盛
田
　
鐵
次
　
議
員

■
三
味
線
滝
周
辺
の
擁
壁
を

整
備
す
る
に
当
た
り
数
台

の
乗
用
車
ま
た
、
バ
ス
一

台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま

す
。
観
光
名
所
と
し
て
の

更
な
る
駐
車
場
整
備
は
、

周
辺
の
安
全
面
か
ら
言
っ

て
厳
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長

■
再
質
問
、
再
々
質
問
の
要

約
。

　
（
質
問
者
）

盛
田
　
鐵
次
　
議
員

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要

約
。

　
（
答
弁
者
）

川
村
　
　
茂
　
町
長



広　報　し　か　べ（９）

　
第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月
　２３

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２０

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
１

百
　
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予

１０
算
総
額
　
億
２
千
５
百
４
万
６

２６

千
円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
地
元
経
済
の
安
定

を
図
る
目
的
か
ら
、
冬
期
間
で

の
実
施
可
能
な
事
業
を
平
成
　２１

年
度
か
ら
前
倒
し
を
行
う
経
済

対
策
で
、
補
正
は
各
業
種
が
行

え
る
工
事
請
負
費
１
千
９
百
　９８

万
１
千
円
の
追
加
と
商
工
会
の

プ
レ
ミ
ア
商
品
券
発
行
に
対
す

る
補
助
金
１
百
　
万
５
千
円
を

１２

追
加
し
た
も
の
で
す
。

【
以
上
１
件
、
原
案
ど
お
り
可
決
】

　
任
期
満
了
（
２
月
　
日
）
に

１９

伴
う
改
選
後
初
め
て
の
議
会
が

２
月
　
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２０

　
議
員
構
成
に
関
わ
る
「
初
議

会
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
長

が
決
ま
る
ま
で
の
間
、
出
席
議

員
中
、
最
年
長
の
盛
田
鐵
次
議

員
が
臨
時
議
長
を
努
め
、
会
議

を
開
き
ま
し
た
。

　
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
等
、

議
会
構
成
決
定
後
、
議
案
の
審

議
を
行
い
、
全
て
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
議
会
構
成
及
び
監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
は
、「
広
報
し

か
べ
３
月
号
」
を
御
覧
下
さ
い
。

　
次
の
二
つ
の
選
挙
は
、
議
長

の
指
名
推
薦
に
よ
り
決
定
し
ま

し
た
。

△
渡
島
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合

議
会
議
員
選
挙

　
　
盛
　
田
　
鐵
　
次
　
議
員

　
　
佐
　
藤
　
頼
　
幸
　
議
員

△
南
渡
島
消
防
事
務
組
合
議
会

議
員
選
挙

　
　
伊
　
藤
　
辰
　
男
　
議
員

　
　
朝
　
井
　
翔
　
二
　
議
員

　
　
竹
ヶ
原
　
公
　
勝
　
議
員

△
鹿
部
町
奨
学
資
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
貸
付
対
象
と
な
る

学
校
種
別
に
つ
い
て
、
短
期
大

学
及
び
専
修
学
校
高
等
課
程
を

新
た
に
加
え
、
貸
付
金
額
を
従

来
、
高
校
か
ら
大
学
ま
で
の
各

学
校
一
律
２
万
円
以
内
と
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
大
学
及
び
短

期
大
学
に
つ
い
て
１
万
円
引
き

上
げ
、「
３
万
円
以
内
」
と
し
、

専
修
学
校
の
専
門
課
程
と
高
等

課
程
に
つ
い
て
は
２
万
５
千
円

以
内
に
改
定
し
た
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２０

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１

千
９
百
　
万
４
千
円
を
追
加
し
、

７８

予
算
総
額
　
億
４
千
４
百
　
万

２８

８３

円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
国
の
第
二
次
補
正

に
よ
る
定
額
給
付
金
と
地
域
活

性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金

事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
、
大

岩
地
域
会
館
駐
車
場
舗
装
工
事

で
工
事
費
２
千
２
百
万
円
と
設

計
委
託
料
１
百
　
万
２
千
円
の

５１

合
計
で
２
千
３
百
　
万
２
千
円

５１

の
追
加
、
シ
シ
ペ
及
び
大
岩
地

区
の
配
水
管
の
老
朽
化
に
伴
う

布
設
替
工
事
の
実
施
補
助
金
と

し
て
５
千
８
百
　
万
４
千
円
の

２４

追
加
、
給
食
セ
ン
タ
ー
排
水
処

理
槽
整
備
で
、
設
計
委
託
料
も

含
め
４
千
６
百
　
万
２
千
円
の

５５

追
加
、
定
額
給
付
金
及
び
事
務

費
を
含
め
て
総
額
８
千
万
円
の

追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
水
道
事

２０

業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
資
本
的
支
出
に
５
千
８
百
　２４

万
４
千
円
を
追
加
し
、
資
本
的

支
出
の
予
算
総
額
を
１
億
２
千

５
百
　
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

７９

　
内
容
は
、
シ
シ
ペ
及
び
大
岩

地
区
の
配
水
管
の
老
朽
化
に
伴

う
布
設
替
工
事
の
設
計
委
託
料

３
百
４
４
万
４
千
円
及
び
工
事

請
負
費
５
千
４
百
　
万
円
を
追

８０

加
し
た
も
の
で
す
。

△
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　
次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に

異
議
が
な
い
旨
、
回
答
し
ま
し

た
。
　
氏
名
＝
滝
野
　
幸
子
　
氏

　
住
所
＝
字
宮
浜
　
番
地
１

３８

【
以
上
４
件
、
原
案
ど
お
り
可
決
】

第第
１１
回回
臨臨
時時
会会

◎
補
正
予
算

第第
２２
回回
臨臨
時時
会会

◎
条
　
例

◎
補
正
予
算

◎
諮
　
問

◇
編
集
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
委

員

長
　
盛
田
　
鐵
次

　
　
副
委
員
長
　
船
橋
　
敦
子

　
　
委
　
　
員
　
浦
　
　
梅
吉

　
　
委
　
　
員
　
佐
藤
　
頼
幸

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををを傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴ししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみまままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん議会を傍聴してみませんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

次回の定例会は、６月中旬
に開催される予定です。
～傍聴手続きは簡単です。～

傍聴席の入り口にある傍聴人名簿に

住所と氏名を記入するだけです。　

全国町村議会議長会永年勤続議員表彰（議員在職１５年以上）

　この度、地方自治の振興発展に

寄与された功績に対し、全国町村

議会議長会より、右の議員が表彰

され、第１回定例会に先だち表彰

状の伝達が行われました。 盛田鐵次議員 伊藤辰男議員


